
静岡県 くらし･環境部 県民生活局 県民生活課
所 在 地 ： 〒420-8601 静岡市葵区追手町9-6
電話番号 ： （054）221-2257

Q

MEMO実習ノート

このノートは、映像教材「知り･考える 消費者市民社会」に付属の

実習用書き込み型ノートです。

映像教材の中で、3つの実習が出てきます。

映像を見て学習しながら、

このノートに書き込んでいきましょう。

消費行動における

自分の意思決定

プロセスを考える

「個人」と「社会」

それぞれの視点で

消費行動を考える

具体的なトラブルの例から

消費者の「権利」と

「責任」を考えてみる

実習1 実習2 実習3

知り・考える

消費者市民社会



選んだ解決方法

消費行動における自分の意思決定プロセスを考える実習1

消費行動（欲しいもの、やりたいこと）意思決定のプロセス

欲しいもの、やりたいこと
を簡潔に記入しましょう。

消費行動の確認1

できるだけ多くの情報を
集めましょう。
【情報収集の方法】
インターネット、家族・友人から
の口コミ、公的機関の情報など

情報収集2

本当に必要かどうか、改
めて考えましょう。「買わ
ない」というのも立派な
選択肢です。

動機の再確認4

集めた情報をもとに、各
選択肢の長所と短所を考
えよう。
【機会費用】
一つの選択肢を選ぶときに犠
牲にした価値のこと。お金だけ
でなく、時間、労力、限られた資
源への影響などに注目しよう。

比較・検討3

考えられる選択肢

自分自身だけでなく、社
会的に見てその決定が
責任を持てるものかどう
か評価しましょう。

決定・評価5

例：今年流行しているシャツが欲しい

長所

短所

例：近所の店で今すぐ買う

例：すぐに手に入る

例：価格が高い

例：ネットで安いものを探して買う

長所

短所

例：安く手に入れることができる

例：商品が届かない等のリスクがある

例：自分で作る

長所

短所

例：好みのものを作ることができる

例：完成するまでに時間がかかる

例：買わない

長所

短所

例：手元のお金が減らない

例：流行おくれになる

Q あなたが今欲しいものを想定し、「意思決定のプロセス」にそって表に記入してみましょう。 MEMO



本物 ニセモノ本物のDVDを買う ニセモノのDVDを買う

個人
の視点

社会
の視点

どんな社会につながるでしょうか？

例：本物を持つことの満足感 例：ニセモノに比べて高い 例：本物と比べて安い

例：製作者のアイディアを守り、
　　さらに良い商品が生み出される

例：売り上げは、
　　犯罪組織の資金源になる

「個人」と「社会」それぞれの視点で消費行動を考える実習2
MEMO本物のDVDとニセモノのDVDを選ぶことは、個人や社会にとってどのような長所と短所があるだろう？Q

長所 短所 例：品質の保証がない長所 短所

長所 短所 長所 短所



具体的なトラブルの例から消費者の「権利」と「責任」を考えてみる実習3
あなたが購入した自転車に欠陥があり、ケガをしてしまいました。この事例から、消費者の権利と責任について考えてみましょう。　Q MEMO

① 安全が確保される権利

② 選択する権利

③ 知らされる権利

④ 意見が反映される権利

⑤ 消費者教育を受けられる権利

⑥ 被害の救済を受けられる権利

⑦ 基本的な需要が満たされる権利

⑧ 健全な環境が確保される権利

消費者の権利 を行使するために、
あなたがやるべき具体的な行動を挙げてみましょう

消費者の責任 を果たした結果、
あなたにとって、また社会にとってどんな影響があるか考えてみましょう

購入した自転車に欠陥があり、車輪が取れてしまってケガをした！

健康や命にかかわる危険な商品によって消費者が危害を受
けることがないよう保障される

自分の意思で自由に商品やサービスを選択できる機会が保
障される

商品を選ぶ時に、正しい表示やお店の人から適切な情報を
知ることができる

企業や消費生活センター等などに意見を申し出た時に、反
映されて対応策がとられる

被害や事故にあわないような消費者センスを身につけるた
め、事前に学校や家庭で学ぶ

被害を受けて企業や消費生活センター等に相談した時に、
被害を回復するために対応策がとられる

生活に必要なものが保障される

健全な生活環境の中で働き、生活する

① 商品や価格などの情報に
疑問や関心をもつ責任

与えられた情報をうのみにするのではなく、「あれ？
何かおかしいな？」と疑問や関心をもつ

② 公正な取引が実現されるように
主張し、行動する責任

買った商品に問題があった時に、販売元に問題の改
善を求めたり、消費生活センター等に相談する

③ 自分の消費行動が社会（特に弱者）
に与える影響を自覚する責任

消費者の行動は、自分だけでなく、商品を生産する
地球の裏側の人達や社会全体に影響を与えている
ことを自覚する

④ 自分の消費行動が環境に与える
影響を自覚する責任

環境に配慮した商品を選択したり、ゴミの出し方な
どに配慮するなど、消費者の行動が環境に影響を
与えることを自覚する

⑤ 消費者として団結し、
連帯する責任

トラブル解決のために、被害にあった人が一緒に
なって問題に立ち向かう

消 費 者 の 権 利 消 費 者 の 責 任

出典：消費者庁「消費者センスを身につけよう」


